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主婦への共感から
新商品を開発しよう



主婦への共感から新商品を開発しよう

子育て世代主婦のモーニングルーティンまたはナイトルーティン
を閲覧し、家事のようすを観察することで、

”家事の時短につながる商品”
“普段家事をしない人が手伝いたくなる商品”

を考えます
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「ジェンダーギャップレポート」

男女平等ランキング

過去最低…



（出典：Global Gender Gap Report 2023）



内閣府 男女共同参画局
https://www.gender.go.jp/public/kyodosankaku/2022/202208/202208_07.html



（内閣府 男女共同参画局 男女共同参画白書 令和５年度版）



Question

女性が
活躍できる社会に
必要なものは？



単独世帯とひとり親世帯が半分を占めるように

（内閣府 男女共同参画局 男女共同参画白書 令和５年度版）



（内閣府 男女共同参画局 男女共同参画白書 令和５年度版）

共働き世帯が
専業主婦世帯の

３倍



（内閣府 男女共同参画局 男女共同参画白書 令和５年度版）



（内閣府 男女共同参画局 男女共同参画白書 令和５年度版）



（内閣府男女共同参画局
男女共同参画白書
令和５年度版）





（内閣府 男女共同参画局 男女共同参画白書 令和５年度版）



（内閣府 男女共同参画局 男女共同参画白書 令和５年度版）



データからわかる事実

・時代と共に家族の構成は変化している。

・有償労働（仕事）時間が男性、無償労働（家事関連）が女性に
偏ってい とくに無償労働時間の男女比は女性が５倍と諸外国に
くらべて偏りが大きい

・女性の就業意識について性別で大きな偏りはなく、女性が就業継
続をすることは女性も男性も肯定的

・女性も男性も無償労働時間が女性に偏っていることが女性の職業
生活での活躍が進まない要因であるとか感じている

・女性よりも男性の方が、仕事においての性別役割の意識について
強く感じていることが分かる



データから思うこと

・有償労働時間が男性に偏る背景には、長時間労働や転勤等を当然
とするはたらき方を前提とした雇用慣行の存在が影響しているの
では？

・伝統的な性別役割分担意識による家事・育児負担の女性への偏り、
長時間労働の慣行が日本の女性の社会での活躍の遅れや、男女賃
金格差の原因では？

必要なこと
〇伝統的な役割観に自身が捉われていることに気付く

〇まずは女性の無償労働時間の正体を知る！
➝モーニングルーティン動画の視聴



９つの点を一筆書きで
つないでください



９つの点を一筆書きで
つないでください



９つの点を一筆書きで
４つの辺で
つないでください





←無意識な思考の枠

アンコンシャスバイアス



アンコンシャスバイアスに気づくきっかけとして
主婦への共感から新商品を開発しよう

子育て世代主婦のモーニングルーティンまたはナイトルーティン
を閲覧し、家事のようすを観察することで、

”家事の時短につながる商品”
“普段家事をしない人が手伝いたくなる商品”

を考えます
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